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公
民
館�

☎ 

544
１
４
０
７

文
化
と

�

ス
ポ
ー
ツ

く

ら

し

●
昭
島
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
の

変
更
案
の
関
係
図
書
の
縦
覧　
関
係

図
書
を
次
の
と
お
り
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。　
縦
覧
11
月
28
日
〜
12
月
12

日
の
平
日
に
市
役
所
都
市
計
画
係
で　

意
見
書
の
提
出
12
月
12
日（
必
着
）ま

で
に
〒
196-

８
５
１
１　
市
役
所
都

市
計
画
係
へ　
〈
都
市
計
画
係
〉

●
子
ど
も
と
親
の
家
庭
教
育
講
座

「
子
供
が
勉
強
好
き
に
な
る
為
の
親

の
姿
勢
〜
キ
レ
な
い
・
お
れ
な
い
・

へ
こ
ま
な
い
〜
」を
テ
ー
マ
に
、小
学

生
か
ら
参
加
で
き
る
講
演
会
を
行
い

　

昭
島
市
議
会
議
員
と
し
て
、

都
民
の
生
活
と
文
化
の
向
上
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

◎
地
域
活
動
功
労

　
橋
本
正
男
さ
ん（
拝
島
町
）

東
京
都
功
労
者
表
彰

ま
す（
参
加
費
無
料
／
申
込
不
要
）。　

日
時
12
月
１
日（
土
）の
午
前
10
時
〜

11
時
45
分　
場
所
市
役
所
１
階
市
民

ホ
ー
ル　
定
員
80
人（
先
着
順
）　
保

育
１
歳
以
上
の
未
就
学
児
20
人（
申

込
順
／
11
月
15
日
か
ら
要
申
込
）　

〈
青
少
年
係
〉

●
団
体
活
動
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修

名
簿
の
作
成
や
活
動
費
の
管
理
な
ど

団
体
活
動
に
便
利
な
エ
ク
セ
ル
の
基

礎
を
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
認
定
講

師
か
ら
学
び
ま
す
。　

日
時
12
月

18
日（
火
）・
19
日（
水
）の
午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分（
全
２
回
）　
場
所

福
島
会
館　
定
員
15
人（
多
数
抽
選
）　

参
加
費
１
２
０
０
円　
申
込
11
月
29

日
ま
で
に
社
会
教
育
係
へ

●
講
師
派
遣
事
業「
幕
末
の
名
代
官
、

江
川
太
郎
左
衛
門
英
龍
〜
そ
の
魅
力

と
人
物
像
〜
」　
韮
山
反
射
炉（
大
砲

な
ど
に
使
う
優
良
な
鉄
を
生
産
で
き

る
溶
解
炉
）の
建
設
な
ど
、多
く
の
功

績
を
残
し
た
人
物
に
つ
い
て
、
古
文

書
な
ど
を
も
と
に
解
説
し
ま
す（
参

加
費
無
料
）。　
日
時
12
月
15
日（
土
）

の
午
後
２
時
〜
４
時　
場
所
公
民
館　

講
師
工
藤
雄
一
郎
さ
ん（
伊
豆
の
国

市
教
育
委
員
会
文
化
財
係
長
）　

定

員
50
人（
申
込
順
）　
企
画
・
運
営
昭

島
・
歴
史
を
よ
む
会　
申
込
11
月
17

日
か
ら
公
民
館
へ

●
時
局
講
演
会「
憲
法
と
は
？
意
外

と
知
ら
れ
て
い
な
い
憲
法
の
意
味
」

日
時
12
月
15
日（
土
）の
午
後
２
時
〜

３
時
30
分　
場
所
昭
和
会
館　
講
師

榎
本
弘
行
さ
ん（
東
京
農
工
大
学
准

教
授
）　

定
員
30
人（
申
込
順
）　

参

加
費
無
料　
申
込
11
月
17
日
か
ら
公

民
館
へ

●
冬
休
み
親
子
工
作
教
室　
フ
ォ
ス

タ
ー
電
機
株
式
会
社
社
員
の
指
導

で
、
ス
ピ
ー
カ
ー
キ
ッ
ト
を
組
み
立

て
ま
す（
参
加
費
無
料
）。　

日
時

12
月
22
日（
土
）の
午
前
10
時
〜
正
午　

場
所
公
民
館　
対
象
小
学
生
と
家
族　

定
員
15
組（
初
め
て
の
方
優
先
／
申

込
順
）　

持
ち
物
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ま
た
は
携
帯
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー　
申

込
11
月
17
日
か
ら
公
民
館
へ　
※
友

人
な
ど
に
よ
る

代
理
の
申
し
込

み
は
不
可

　都や警察などと連携し、交通事故防止などを呼びかけま
す。一人ひとりの問題として、交通ルールを守り、交通マ
ナーを身につけ、家庭や職場などで交通安全の輪を広げま
しょう。
☆詳しくは、交通安全係へ。

　レジ袋やストローなどのプラスチック製品
の多くは、自然に分解されません。ポイ捨て
などで正しく処理されないと、用水路や川か
ら海に流れ着き、波や紫外線で細かく砕かれ、
５㎜以下の破片になります。これは、マイク
ロプラスチックと呼ばれ、深刻な海洋汚染の
原因になっています。
　買い物にはマイバッグを持っていくほか、
ストローを使わずに飲める飲み物を買った場
合はストローを断るなど、プラスチック製品
の使い捨てをしない生活を心
がけましょう。
☆詳しくは、ごみ対策課（環境
コミュニケーションセンター
内）☎546-5300へ。

減らそうプラスチック
12月１日～７日は
TOKYO交通安全キャンペーン

～やさしさが 走るこの街 この道路～

＊ 子どもと高齢者を交通事故から守り
ましょう

＊ 自転車は交通ルールを守って安全に
利用しましょう

＊ 二輪車の交通事故を防止しましょう
＊ 飲酒運転は絶対にやめましょう
＊ 渋滞や交通事故を引き起こす原因と
なる違法駐車はやめましょう

期間中の重点項目


